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実務家教員として教職大学院生諸君に望むこと

神居 隆（学校マネジメントコース長）

秋田大学教職大学院が開設されて早半年が

過ぎました。一期生の皆さんにおかれましては，

教育環境についても，教育内容についても不便

をお掛けしておりますが，教職員と共に創り上

げていくという精神で臨んでいただきたいとお

願いしているところであります。

教職大学院は平成20年度から全国各地に設置

されてきましたが，平成28年度には，多くの教

職大学院が開設されるなかで秋田大学でも教職

大学院の設置に踏み切りました。教職大学院で

は共通内容の20単位と教職実践(実習)10単位及

びリフレクションなどが必修となっており，全

国の教職大学院も共通ですので，各大学で特色

作りに力を入れているところです。本学におい

ては，いわゆる「秋田型」アクティブラーニン

グに関する科目を中心として，教科内容を選択

的に包括したカリキュラム開発に力点を置いた

科目構成となっていることと，学校マネジメン

トコースが管理職養成に特化していることが特

色となっています。

教職大学院の教員には，40パーセントの実務

家の配置が義務づけられていますが，秋田大学

では専任教員15名のうち８名が実務家教員であ

ります。さらにリフレクションコーディネータ

ー２名が客員教授として参画しております。合

計10名の実務家の内訳を延べ数で示すと，小学

校籍２名，中学校籍４名，高校籍３名，特別支

援籍１名となっており，学校教員時代に専門的

に指導していた教科も６教科にわたっておりま

す。また，県もしくは市の指導主事経験者９名，

社会教育主事経験者１名，管理主事経験者５名，

校長経験者７名，教頭経験者２名と，学校現場

で教員に対する指導の業務に当たっていた，教

育行政経験も豊かで極めて指導力の高いベテラ

ン教員であります。

秋田大学の教職大学院にはもう一つ大きな特

色があります。本学では教育文化学部所属の90

余名の研究者教員全員が，それぞれの分野で大

学院の授業に出講しております。教職大学院生

の皆さんは，その豊かな知識と高いレベルの学

問的見識に直接触れることができます。その知

的資産を学校教育の場でどのように生かしてい

くことができるか，そのことを研究する場が教

職大学院であると理解しております。自らの興

味と関心のアンテナを高くして，皆さん方でな

ければできない授業スタイルの構築に結びつけ

ていただきたいと考えております。そのために，

実務家教員の招聘に当たっては，研究者教員と

教職大学院生につなぎの役割を果たしていくこ

とができるよう，教育現場の様々なシーンに経

験を持つ教員の協力を得ることに腐心いたしま

した。

私もかつては”習うより慣れろ”と指導され，

経験の中で自分のスタイルを作り上げることに

努力してきましたが，幅広い知的資産の中で自

分を振り返ってみたいと切望した時期がありま

した。院生の皆さんにおかれましては，今がそ

のチャンスであると思いますので，研究者教員

と実務家教員の先生方に相談しながら，新しい

時代のリーダーたり得る教員として育っていっ

てほしいと考えております。

発達教育・特別支援教育コース紹介

藤井 慶博（発達教育・特別支援教育コース長）

後期の授業が始まり早一ケ月が過ぎようとし

ている。教職大学院における中心的な科目であ

る教育実習（後期）も始まった。

本コースの一分野である「特別支援教育」を

一言で表すとすれば，私は「（一人一人の）ニー

ズに応じた教育」であると考えている。これは

特別な支援が必要な子どもたちのみならず本コ

ースで学んでいる院生にも大切なことであろう。



そのため，教育実習においても院生一人一人の

キャリアや大学院における研究テーマを十分に

把握し，修了後の進路に資するよう一人一人の

ニーズを聞き取り，受入れ校とも協議を重ねて

実習の計画を作ってきた。

現職教員院生の教育実習を例に紹介させてい

ただく。Ａさんは授業のユニバーサルデザイン

をテーマにしているため，研修校は小学校とし，

教科教育と特別支援教育の融合といった観点か

ら，通常学級と特別支援学級両方での幅広い実

習を受け入れていただいている。病弱教育をテ

ーマとしているＢさんは，秋田きらり支援学校

を研修校としているが，同校に配置されている

秋田県病弱教育アドバイザーの協力のもと，全

県域にわたり病弱教育の現地調査を行っている。

特別支援教育のノウハウを生かした地域支援

（特別支援学校のセンター的機能）がテーマの

Ｃさんは，栗田支援学校における実習に加え，

Ｃさんの指導担当である同校の教育専門監が定

期的に派遣されている秋田県発達障害者支援セ

ンターにおける相談支援の実習も組み込んでい

ただいている。

これだけダイナミックな実習ができるのも，

教職大学院の趣旨を理解し，全面的に協力して

くださる秋田県及び秋田市の教育委員会並びに

受入れ校のおかげであり深謝したい。我々指導

教員としては，理論と実践の往還による確かな

学びにつながるよう，巡回指導とリフレクショ

ンの充実に努めてまいりたい。

平成28年度学校組織マネジメント指導者養成研修に参加して

浅野 博之（学校マネジメントコース現職１年次）

このたび，９月５日（月）から９月９日

（金）の５日間の日程で，独立行政法人教員研

修センターで行われた「平成28年度学校組織マ

ネジメント指導者養成研修」へ参加する機会を

いただいた。本大学院からは４名の現職教員が

参加し，校種や役職を超えた参加者との意見交

流や著名な講師の講演を聴く好機を得ることが

でき，大変貴重な研修会となった。

初日の開講式では，髙岡信也教員研修センタ

ー理事長より挨拶があり，その中で本研修プロ

グラムは教員研修センターの柱と位置づけられ

ており，地域とともにある学校，チーム学校，

教員の資質能力向上の３つの柱に基づいた研修

である，という説明を受け，身の引き締まる思

いであった。

開校式の様子

本研修の目的は，「学校組織マネジメントの理

論を身につけ，的確な校長のリーダーシップと

経営理念のもとに戦略を構築し，学校内外の資

源を活用することができるようにする。そのう

えで，各地域や学校への指導・助言等を行うこ

とのできる指導者の養成を図ること」であるこ

とから，これからの学校はチームとして組織全

体で学校運営に関わる必要性が求められている

ことを再認識すると同時に，新学習指導要領の

キーワードである「カリキュラムマネジメン

ト」と「アクティブ・ラーニング」を一体的に

推進させるためには，校長のリーダーシップは

もとより，教職員一人ひとりのマネジメント力

が大きな鍵となることを理解した。

研修内容については，演習を多く取り入れた，

いわゆるアクティブ・ラーニング型をベースと

して，講義（文部科学省・大学教授・民間企業

経営者等）や実践発表を通して理解を深める構

成であった。具体的には，初日は現状の把握，

２日目はマネジメントの基礎，３日目は戦力の

構築，４日目は資源の活用，そして５日目は指

導者として，という組み立てからなり，学校組

織マネジメントに関する知識・理解が「面」か

ら「点」へと焦点化できるプログラム構成であ

った。さらに，グループ演習や協議においても

活発な意見交換が行われ，貴重な研修の場とな

ったことは言うまでもない。

本研修での学びが，今後の教員としての大き

な財産になると確信をしている。

グループ演習の様子



★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★
補足

この研修への参加は，宮城教育大学が教員研

修センターと協定を結ぶことによって可能とな

ったものです。教職大学院の現職教員院生が参

加し，他の一般参加者（校長，副校長，教頭か

ら一般教諭まで幅広い）とともに学ぶことがで

き，さらに，教職大学院のマネジメント系の科

目の単位認定も可能とすることが目指されてい

ます。今回，宮城教育大学が教員研修センター

のプロジェクト経費をもらい，そのつながりで

東北地区の国立の各大学院，各県教委に呼びか

けて参加者を募りました。将来的には東北地区

の共通の取り組みとなり，交流の場となること

が期待されています。ただ，今回の院生の参加

は，宮教大が10人ほどで，他は秋田からの４人

だけでした。他に，宮城教育大学，秋田大学，

弘前大学等の付添・見学がありました。車等の

人を除き，４日日曜の昼に宮教大に集合し，そ

こから貸切バスでつくばの教員研修センターま

で移動しました。その日の夕方はつくばの居酒

屋で交流会がもたれました（他に，弘前大学，

宮教大，秋田大学の教職員なども参加しまし

た）。最終日９日金曜は研修終了後，同じくバス

で仙台駅まで行き，秋田の参加者は帰秋しまし

た。

佐藤 修司（教職実践専攻長）

★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★

復興と教育

三浦 益子（カリキュラム・授業開発コース現職１年次）

平成28年9月28日から30日まで，秋田大学教職

大学院初の宿泊研修が行われた。初日は，秋田

大学と同様に今年度から教職大学院が設置され

た岩手大学を訪問した。研究交流会では，秋田

大学の現職院生が秋田県教育の最新事情を説明

し，岩手大学からは二人の現職院生が実践研究

を発表した。研究は，「教員研修充実のための手

立て」と「いわての復興教育」をテーマに進め

られており，教員研修を充実させるにあたって

大事なのは人であり，思いの部分である，復興

教育から教育全体を見直す，という言葉が印象

に残った。施設・設備や待遇などで岩手大学と

の違いを感じる部分もあったが（岩手大学には

教職大学院棟があること，現職院生は２年間大

学に通学して学ぶことができることに加えて，

授業料が全額免除であることなど），両教職大学

院がこれから発展していくことができるように，

情報交換や交流を続けていきたい。

２日目は，岩手大学教職大学院と秋田大学教

職大学院が合同で，東日本大震災の被災地であ

る山田町と大槌町を訪れた。震災から５年半が

過ぎたが，復興は想像よりも進んでいなかった。

この地に育つ子どもたちは地域の未来を支える

希望の光であり，被災地で行われている教育は，

日本の教育がこれから大切にしていかなければ

ならないことを指し示してくれていた。校舎が

再建された山田町立船越小学校と大槌町立大槌

学園小中一貫教育校を見学したが，どちらも明

るく開放的な校舎で，児童･生徒は生き生きと生

活していた。子どもにとって理想的な施設・設

備はどうあるべきなのかを知ることができた。

また，教育環境が子どもの心に影響を与えると

いうことを実感させられた。

秋田県は少子高齢化が進み，将来消滅するか

もしれない都道府県の全国一位として取り上げ

られたことがある。ふるさとを愛し，ふるさと

を支える人材を育てるための地域連携の在り方

など，岩手県の復興教育に学ぶべき点は多い。

「ふるさと教育」を通して，秋田県の将来を担

う人材を育てるとともに，東北がふるさとであ

る者として，被災地の復興を支援する人材を育

てていきたいという思いを強くした研修だった。

岩手大学教職大学院の皆さんと

被災地の様子から



岩手研修旅行に参加して

岩澤 郷子（カリキュラム・授業開発コース１年次）

９月２８日から３０日の２泊３日の日程で岩

手研修旅行に参加しました。この研修旅行は，

１日目は岩手大学の教職大学院の皆さんとの学

習交流会，２日目は被災地学校である山田町立

船越小学校，大槌町立大槌学園への訪問，３日

目は被災地である陸前高田市の現状視察という

日程で行われました。

今回の研修旅行で訪問した岩手県内の被災地

は，大きな堤防が新たに作られ，復興が進めら

れている光景と津波の爪痕が残されたままの建

物とが併存していました。昨年度まで在学して

いた大学が被災地から比較的近いところにあっ

たため，同級生の実家が仮設住宅だったり，部

活指導で関わらせていただいていた小学校に被

災地から転校してきた子どもがいたりするなど，

以前から様々な場面で東日本大震災で被災され

た方々と関わることはありましたが，私はこの

研修旅行に参加するまで被災地を訪問したこと

がありませんでした。今回の研修旅行で実際に

被災地へ足を運んだことにより，今まで感じて

いた以上に地震や津波の恐ろしさを実感させら

れました。

また，被災地学校訪問では，各校において熱

心に取り組まれている「復興教育」や「防災教

育」に関すること，東日本大震災当時の様子に

ついての話をお聞きしました。この学校訪問を

通して私は「防災教育」についてもっと学んで

いく必要があると感じました。東日本大震災に

おいて秋田県は比較的被害は少なかったものの，

またいつ地震や津波が起こるか分かりませんし，

予測できない自然災害などが発生する可能性は

十分にあります。万が一の事態の時に，子ども

たちが自ら考え行動し，自分の命を守るなど危

機管理の力を身に付けることができるよう考え

ていきたいと強く思いました。

また，私たちと同じく今年から創設された岩

手大学の教職大学院の皆さんとの交流会におい

ても，互いの教職大学院における取り組みや各

県の教育課題等について語り合うことができ，

とても良い刺激を受けました。今後も，同じ東

北の教職大学院生としてたくさんかかわりをも

てたらと思います。

船越小学校からの風景

大槌学園訪問

授業に向かう情熱と気概

～理科ＣＴ研修会に参加して～

富樫 朋哉（カリキュラム・授業開発コース現職１年次）

『予想通りであれば結果は○○になる』実験

の視点を確かめると，子どもたちは一斉に探究

スイッチをオン！結果をイメージしながら，真

剣な眼差しでガラス管の印を見つめます。

９月15日に中央地区理科指導力向上研修会に

参加してきました。公開された小学校の授業，D

VDで拝見した中学校の取組から授業改善につな

がるたくさんのヒントをいただきました。また

グループ協議やパネルデスカッションを通して，

授業のアイデアや理科の系統性について学ぶこ

とができました。

授業の様子に話を戻します。本時は，水の体

積変化の学習でした。圧巻だったのは，授業終

了１分前に児童が振り返りを発表したことです。



振り返りの発表は普通のことだと思われるかも

しれませんが，児童のつぶやきを生かした課題

設定に始まり，予想・実験・結果のまとめ・考

察・本時のまとめ・振り返りと学習の流れを端

折ることなく展開し，どの活動においても子ど

もが主体的に学習に臨んでいたことを追記すれ

ば，授業の完成度とすばらしさが伝わるのでは

ないでしょうか。

改めて授業を分析すると，今後に生かしたい

点が見えてきました。一つは日常の事象を思考

の柱に据えていたこと（飲みかけのペットボト

ルを冷やすとつぶれる）。もう一つは活動ごとに

視点を明確にしていたことです。子どもが問題

を見いだし，教師が授業をコーディネートする

ことで，科学的な思考が広がる充実した45分に

なることを再確認しました。そして何より心が

奪われたのは，授業を通して感じられた理科CT

教諭の情熱と気概です。周到に準備された実験

器具や的確な発問がこの授業を生み出す源にな

っていました。正に「授業で勝負」。秋田の教員

のあるべき姿を見ることができました。

後期の実習では，一日中理科の授業に関わる

機会をいただきました。授業を実践する時間も

たくさん設定していただきました。実習を通し

て，理科におけるアクティブ・ラーニングの視

点を分析し，教職大学院が目指す力の一つ「カ

リキュラム・授業デザイン力」を高めたいと考

えています。私も授業で勝負！CT研修会の学び

を生かし，実習先の子どもたちと理科の授業作

りに励みたいと思います。

免許状更新講習との合同開催について

佐藤 修司（教職実践専攻長）

教員免許状更新講習として，９月10日（土）

に「学校づくりと教職員の課題」，９月24日

（土）に「危機管理と教職員の課題」を実施し，

その際，10日は「学校・学級経営の理論と実

践」の４回分，24日は「学校危機管理の理論と

実践」の４回分を合同開催としました。更新講

習は，同じ内容で，11月26日に「学校づくりと

教職員の課題」，12月3日に「危機管理と教職員

の課題」を実施し，同じく教職大学院の同じ授

業と合同開催となります。更新講習の募集定員

は各講座とも15名で，教職大学院の科目は必修

科目であるため，全院生22名の都合をきいて，

おおよそ半々ずつになるように割り振りました。

最終的に全体で９月10日は23名，９月24日は24

名となりました。

更新講習と教職大学院科目の合同開催には，

利点として，

〇教職大学院生には，より幅広い年代，校種の

現職教員とともに学ぶ機会が得られるとともに，

普段の週１，90分の細切れではなく，４回分の

まとまった時間での学びができる。副次的には，

雪の季節の年明けの授業を回避し，教職大学院

の時間割上の余裕をつくれる。

〇更新講習参加者には，教職大学院の授業や，

院生の様子を知ることができ，教職大学院入学

の宣伝的効果があるとともに，現場には少なく

なっている若手教員への実践知の継承の方策を，

学部卒院生との学びによって獲得することがで

きる。

といったことが挙げられます。

両講習とも，午前中に私が中心に講義とワー

クショップを行い，午後は学校マネジメントコ

ースの現職教員院生が中心になってワークショ

ップを実施しました。担当した院生はすでに教

員研修センターでのマネジメント講習（３週間

など）の既修者であり，そこで経験したワーク

ショップ等を，今度は実施者側になってその方

法を考案し，実施してもらうこととしました。

更新講習参加者のアンケート内容を紹介しま

す。

＜学校づくりと教職員の課題＞

・講話，演習，協議とバランスのとれた講習内

容だったし，時間の区切りもテンポが良く，集

中して活動に取り組むことができた。また，学

校現場の状況に即した内容だったので，この講

習を活用し，自校の教育活動の一助になれるよ

う，働きかけを強化したいと思った。

・学校づくりのための目標の立て方や手立てを

講話していただき，現場をこれまでとは異なっ

た視点で見つめることができると思います。グ

ループ協議で異なった校種の方々，院生の方々

もいらしたので，違った世界が見られて興味深

かったです。

・多くの演習を取り入れてくれたおかげでとて

も満足した講習だった。ストマスの方の参加も

よかった。



＜危機管理と教職員の課題＞

・現在，教職から離れている私にとって，この

危機管理の講義は非常に面白く興味深い内容だ

った。現代の教育環境，学校環境においては全

くかけ離れたものではなく，いつ身近に感じる

問題になってもおかしくはないことが理解でき

た。教育現場に復帰できるときまで心に留めて

おきたいと思う。

・ケースメソッドやロールプレイングは大変参

考になった。その立場に立って考えることがと

ても大切なことが実感できた。グループを作っ

ての協議や演習はいろいろな考えを聞けて，と

ても参考になった。

・久々に学生の方々と一緒に勉強することがで

きとても刺激になりました。貴重な機会をいた

だきありがとうございました。

★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★

教職大学院紹介

〇学校マネジメントコース

今年度から新設の学校マネジメントコースには４名が所属しています。全員現職教員で，小学校籍

２名，高校籍１名，特別支援学校籍１名です。学校組織マネジメントに関する講義を中心に，授業研

修や特別支援教育，実習等，多岐にわたる学びを通して，マネジメント力の構築を目指しています。

教職大学院の他のコースの皆さんと一緒に学ぶ機会も多く，刺激をもらいながら，反面メンターと

しての責任も担っています。

すべて，マネジメントの視点を大切にしながらの大学生活です。

○カリキュラム・授業開発コース

現職教員３名・学部卒10名の総勢13名が所属しています。校種や専門教科・分野は多種多様です。

とても個性的なメンバーで，普段は暖かな雰囲気。しかし，課題や追い込み時の空気はピリッと冷た

い…良い意味で寒暖差の激しいコースです。「三人寄れば文殊の知恵」と言いますが，13名集まると

一体何の知恵に匹敵するのでしょうか。そしてその力が一挙に発揮できる日は来るのでしょうか。乞

うご期待ください。

○発達教育・特別支援教育コース

小学校籍１名，特別支援学校籍２名の現職教員と学部卒２名が所属しています。校種間等の違いは

ありますが，「子どもたちのために」という思いは，みな同じです。共生社会の形成を目指したイン

クルーシブ教育の推進に向け，担当教員の先生方とのリフレクションを充実させるとともに，日々，

他コースの院生たちとも学びの交流を図っています。

★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★

主な行事予定について

〇秋田大学教職大学院発足記念フォーラム

日 時：１１月１１日（金） 秋田大学６０周年記念ホール

〇千葉大学教職大学院教員の秋田大学教職大学院視察

日 時：１１月１４日（月）～１６日（水）

〇雄和小学校・中学校訪問（学校マネジメントコース）



日 時：１１月２９日（火）

〇教職大学院ＦＤ（予定）

日 時：１月１１日（水）

〇岩見三内小学校・中学校訪問

日 時：１月１７日（火）

〇教育学研究科第二次入試

日 時：１月２１日（土）

〇教育実践研究支援センターフォーラム

日 時：１月２８日（土）

〇秋田県合教育センター教育研究発表会

日 時：２月９日（木）～１０日（金）

〇模擬授業フェスティバル

日 時：２月１６日（木）

〇教職大学院中間発表会（予定）

日 時：２月２３日（木）

９月～１０月の行事等について

９月 ２日（金） 秋田県育成協議会 秋田県庁第二庁舎

９月 ４日（日）～９月 ９日（金）

教員研修センター学校組織マネジメント指導者養成研修

教員研修センター（つくば市）

９月 ８日（木） 第５回研究科委員会

９月１１日（日） 秋田大学大学院３研究科設置記念講演会・式典・祝賀会

秋田ビューホテル

９月１２日（月） 第７回教職実践専攻会議

９月１５日（木） 秋田県コアティーチャー研修会（理科）

９月２６日（月） 岩手研修旅行事前研修

９月２８日（水）～９月３０日（金） 岩手研修旅行

１０月 ４日（火） 省察実習部会会議・第８回教職実践専攻会議

１０月１４日（金） 日本教育大学協会教育実習研究部門会議 富山大学

１０月１５日（土） 日本教育大学協会研究集会 富山県民会館

１０月２２日（土） 秋田県学力向上フォーラムin横手

１０月２５日（火） 第９回教職実践専攻会議

１０月２７日（木） 秋田県コアティーチャー研修会（国語）

秋田県中高合同研修会 秋田高等学校

１０月２８日（金） 秋田南ＳＧＨカンファレンス 秋田南高等学校

★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★


